
和
文
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト

背
景他

者
と
良
好
な
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
社
会
的
ス
キ
ル
と
呼
ば
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
能
が
要
求
さ
れ
る
。
社
会
的
ス
キ
ル
に
は
様
々

な
定
義
が
あ
り
、
統
一
的
な
も
の
は
存
在
し
て
い
な
い

(

相
川
、
二
〇
〇

〇)

が
、
久
木
山

(

二
〇
一
二)

に
よ
れ
ば
、
そ
の
多
く
が
行
動
的
な
側

面
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
。
本
稿
で
は
、｢

基
本
的
に
観
察
可
能
で
、

あ
る
人
が
所
属
す
る
集
団
や
文
化
に
お
い
て
人
づ
き
あ
い
が
上
手
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
る
行
動｣

(

久
木
山
、
二
〇
一
二)

と
い
う
定
義
を
採
用
し

た
。社

会
的
ス
キ
ル
の
高
い
者
は
、
円
滑
な
対
人
関
係
を
営
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
人
々
は
、
良
好
な
学
級
適
応

を
示
し

(

河
村
、
二
〇
〇
三)

、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面

で
困
る
こ
と
も
少
な
い

(

橋
本
、
二
〇
〇
〇)

。
ま
た
、
友
人
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
を
多
く
受
け
て
い
て

(

堀
、
二
〇
〇
九)

、
日
々
の
充
実
感
も
高

い
(

和
田
、
二
〇
〇
三)

と
い
う
。

な
お
、
社
会
的
ス
キ
ル
の
よ
う
な
観
察
可
能
な
行
動
が
生
起
す
る
た
め

に
は
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
必
要

が
あ
る
。
久
木
山

(

二
〇
一
二)

に
よ
る
と
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
は
、

個
人
の
内
面
で
生
じ
て
い
る
観
察
不
可
能
な
能
力
で
あ
り
、
他
者
の
意
図
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本
研
究
で
は
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
と
情
動
的
側
面
が
社
会

的
ス
キ
ル
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
大
学
生
九
二
名
に

対
し
て
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
を
測
定
す
る
た
め
に
表
情
の
情

動
認
知
課
題
を
、
情
動
的
側
面
と
社
会
的
ス
キ
ル
を
測
定
す
る
た
め
に
質
問
票
調

査
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。
重
回
帰
分
析
の
結
果
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認

知
的
側
面
と
情
動
的
側
面
が
社
会
的
ス
キ
ル
に
正
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
従
来

の
知
見
を
支
持
す
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認

知
的
側
面
と
情
動
的
側
面
は
社
会
的
ス
キ
ル
を
規
定
す
る
要
因
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
最
後
に
こ
れ
ら
の
知
見
を
受
け
て
今
後
の
課
題
が
議
論
さ
れ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

社
会
的
ス
キ
ル
、
表
情
の
情
動
認
知
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス

松
尾

和
弥
・
島

義
弘
・
武
儀
山

珠
美

大
浦

真
一
・
福
井

義
一

社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
と

情
動
的
側
面
が
社
会
的
ス
キ
ル
に
及
ぼ
す
影
響

表
情
の
情
動
認
知
課
題
と

自
記
式
尺
度
を
用
い
て



や
思
考
を
推
察
す
る
と
い
っ
た
認
知
的
側
面
と
、
不
快
情
動
の
制
御
と
い
っ

た
情
動
的
側
面
の
二
つ
の
側
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
相
川

(

二
〇
〇

〇)

の
社
会
的
ス
キ
ル
の
生
起
過
程
モ
デ
ル
で
は
、
認
知
的
・
情
動
的
な

処
理
の
結
果
と
し
て
行
動
が
生
起
す
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
ス
キ
ル
は
、

社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
よ
う
な
内
的
能
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
は
社
会
的
ス
キ
ル
の
基
礎
を

な
す
能
力
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
ス
キ
ル
に
相
当
す
る
行
動
と
、
社

会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
に
相
当
す
る
認
知
的
・
情
動
的
な
能
力
は
、
正
の
関

連
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
社
会
的
ス
キ
ル
に
関
す
る
代
表
的
な

自
記
式
尺
度
で
あ
り
、
多
様
な
適
応
的
行
動
を
測
定
す
る

K
iS

S
-1

8

(
K

ik
u

ch
i’s

S
cale

o
f

S
o

cial
sk

ill-1
8
:

菊
池
、
一
九
八
八)

の
合
計
得

点
は
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
や
情
動
的
側
面
と
中
程
度

の
正
の
相
関
を
示
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

藤
本
・
大
坊
、
二
〇
〇

七)

。と
こ
ろ
で
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
・
情
動
的
側
面
の
そ
れ

ぞ
れ
の
測
定
に
は
、
し
ば
し
ば
自
記
式
尺
度
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
で
は
前
者
を
十
分
に
測
定
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
平
賀

(

二
〇
〇
三)

は
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
を
自
記
式
尺

度
に
よ
る
自
己
評
定
だ
け
で
な
く
、
他
者
評
定
で
も
測
定
し
た
結
果
、
両

者
は
無
相
関
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
小
川
・
松
尾

(

二
〇
一
四)

は
、

社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
の
客
観
的
な
測
定
方
法
と
し
て
実

験
的
課
題
を
使
用
し
、
自
己
評
定
と
の
関
連
を
検
討
し
た
結
果
、
両
者
は

負
の
相
関
を
示
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
自
己
評
定
さ
れ
た
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認

知
的
側
面
は
実
際
の
ス
キ
ル
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
内
容
的
妥
当
性
が
低

い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の

認
知
的
側
面
が
他
者
の
意
図
や
思
考
の
推
測
に
関
す
る
ス
キ
ル

(

久
木
山
、

二
〇
一
二)

で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
推
測
し
た
結
果
は
、
相
手
に

確
認
し
た
り
、
相
手
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
た
り
し
な
け
れ
ば
、

そ
の
正
確
性
は
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
自
身
の
社
会
的
コ
ン

ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
の
自
己
評
定
は
、
実
際
の
ス
キ
ル
の
巧
拙
で
は

な
く
、
単
に
自
身
の
ス
キ
ル
に
対
す
る
主
観
的
な
思
い
込
み
を
反
映
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
情
動
的
側
面
の
測
定
に
つ

い
て
は
、
そ
も
そ
も
自
己
評
定
と
客
観
的
指
標
と
の
関
連
を
検
討
し
て
い

る
研
究
に
乏
し
い
。
し
か
し
、
自
己
評
定
さ
れ
た
情
動
制
御
方
略
の
個
人

差
は
、
否
定
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
た
後
に
行
っ
た
課
題
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス

(
R

afte
ry

&
B

ize
r,

2
0

0
9)

や
、
聴
衆
の
前
で
行
う
ス
ピ
ー
チ

の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
体
験
を
し
て
い
る
際
の
唾
液
中
の
コ
ル
チ
ゾ
ー

ル
濃
度

(
L

am
,

D
ick

e
rso

n
,

Z
o

cco
la,

&
Z

ald
iv

ar,
2

0
0

9)

を
予
測
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
自
己
評
定
さ
れ
た
社
会
的
ス
キ
ル
も
、
客
観
的
指
標
と
関
連

が
あ
り
、
一
定
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
自
己
評
定
で
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社
会
的
ス
キ
ル
が
高
い
と
回
答
し
た
者
は
、
初
対
面
で
も
会
話
を
維
持
・

展
開
し
よ
う
と
努
力
す
る
傾
向
が
高
く
、
他
者
評
定
で
も
社
会
的
ス
キ
ル

が
高
い
と
評
定
さ
れ
た

(

谷
村
・
渡
辺
、
二
〇
〇
八)

。
ま
た
、
関
係
継

続
の
予
期
が
な
い
他
者
に
対
し
て
も
積
極
的
に
会
話
を
行
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る

(

木
村
・
磯
・
大
坊
、
二
〇
〇
四)

。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、

自
己
評
定
に
よ
る
社
会
的
ス
キ
ル
が
、
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場

面
で
の
適
応
的
な
行
動
を
予
測
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
情
動
的
側
面
と
社
会
的
ス

キ
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
評
定
に
は
、
一
定
の
妥
当
性
が
あ
る
こ
と
が
担
保

さ
れ
て
お
り
、
個
人
差
の
検
討
に
お
い
て
も
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
認
知
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
自
己
評
定
よ
り
も
客
観
的
な
測
定

方
法
が
求
め
ら
れ
る

(

平
賀
、
二
〇
〇
三)

。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、

認
知
的
側
面
を
測
定
す
る
客
観
的
な
課
題
と
し
て
、
表
情
の
情
動
認
知
課

題
に
着
目
し
た
。
表
情
は
意
図
や
情
動
を
伝
え
る
役
割
を
多
分
に
担
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
他
者
の
意
図
や
情
動
を
推
測
す
る
際
の
有
用
な
ツ
ー
ル

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
表
情
の
情
動
認
知
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
こ
と
で
行
動
面
で
の
変
化
も
生
じ
る

(
P

e
n

to
n
-V

o
ak

e
t

al.,

2
0

1
3)

こ
と
か
ら
、
表
情
の
情
動
認
知
は
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認

知
的
側
面
の
一
部
を
規
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
表
情
の
情
動
認
知
課
題
と
自
記
式
尺
度
を
用
い

て
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
と
情
動
的
側
面
が
社
会
的
ス

キ
ル
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
し
た
。
本
研
究
の
仮
説
を
以
下
に
述
べ
る
。

社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
を
測
定
す
る
表
情
の
情
動
認
知
は
、

適
応
的
な
行
動
を
規
定
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

(
P

e
n

to
n
-V

o
ak

e
t

al.,
2

0
1

3)

た
め
、
社
会
的
ス
キ
ル
に
対
し
て
正
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
予

想
し
た

(

仮
説
一)

。
ま
た
、
情
動
的
側
面
も
、
社
会
的
ス
キ
ル
と
正
の

関
連
を
示
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

藤
本
・
大
坊
、
二
〇
〇
七)

こ

と
か
ら
、
情
動
的
側
面
も
社
会
的
ス
キ
ル
に
正
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
予
想

し
た

(

仮
説
二)

。

方
法参

加
者

大
学
生
一
〇
八
名

(

男
性
二
七
名
、
女
性
八
一
名)

が
参
加

し
た(

１)

。
社
会
的
ス
キ
ル
の
測
定
と
表
情
の
情
動
認
知
実
験
は
異
な
っ

た
文
脈
で
実
施
さ
れ
、
デ
ー
タ
は
個
人
情
報
を
取
得
し
な
い
よ
う
に
暗
証

番
号
に
よ
っ
て
照
合
さ
れ
た
。
最
終
的
に
、
大
学
生
九
二
名

(

男
性
二
三

名
、
女
性
六
九
名
、�

�
��

＝20
.44

歳
、�

�

＝1
.54)

の
デ
ー
タ
を
分
析

に
使
用
し
た
。
な
お
、
本
研
究
で
用
い
た
表
情
の
情
動
認
知
の
デ
ー
タ
は
、

島
他

(

二
〇
一
二)

と
同
一
で
あ
っ
た(

２)(

３)(

４)(

５)

。

尺
度
構
成

社
会
的
ス
キ
ル
を
測
定
す
る
た
め
に
、
菊
池(

一
九
八
八)

のK
iS

S
-1

8

を
使
用
し
て
、
合
計
得
点
を
得
た
。
各
項
目
に
対
し
て
、
五

件
法(｢
い
つ
も
そ
う
で
な
い｣

(

一
点)

〜｢

い
つ
も
そ
う
だ｣

(

五
点))

で
回
答
す
る
尺
度
で
あ
り
、
得
点
が
高
い
ほ
ど
、
社
会
的
ス
キ
ル
が
高
い

こ
と
を
示
す
。
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社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
表

情
の
情
動
認
知
課
題
に
よ
っ
て
測
定
し
た
の
に
対
し
、
情
動
的
側
面
は
自

記
式
尺
度
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
久
木
山(

二
〇
〇
二)

の
情
動
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
尺
度
を
使
用
し
て
、
合
計
得
点
を
得
た
。
本
尺
度

は
、S

aarn
i
(

1
9

9
9)

の
情
動
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
理
論
に
基
づ
い
て
幅
広
い

情
動
制
御
を
測
定
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
各
項
目
に
対

し
て
六
件
法

(｢

全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い｣

(

一
点)

〜

｢

非
常
に
あ
て
は

ま
る｣

(

六
点))

で
回
答
す
る
尺
度
で
あ
り
、
得
点
が
高
い
ほ
ど
、
情
動

コ
ン
ピ
テ
ン
ス
が
高
い
こ
と
を
示
す
。

表
情
の
情
動
認
知
課
題

装
置

刺
激
の
呈
示
、
お
よ
び
実
験
参
加
者
の
反
応
の
収
集
に
は

H
IT

A
C

H
I

社
製
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

S
D

A
6
-X

C
5

5
1

1
1

0
0

(
W

in
d

o
w

s
X

P)

を
用
い
た
。
刺
激
の
呈
示
と
デ
ー
タ
の
収
集
に
は

C
e

d
ru

s

社
製
の
心
理
学
実
験
刺
激
呈
示
プ
ロ
グ
ラ
ムS

u
p

e
rL

ab
P

ro
4
.0

が
用
い
ら
れ
た
。

刺
激

Ａ
Ｔ
Ｒ
顔
表
情
デ
ー
タ
ベ
ー
スD

B
9

9
(

A
T

R
P

ro
m

o
tio

n
s,

2
0

0
6)

よ
り
、
三
名
の
モ
デ
ル

(

男
性
二
名
、
女
性
一
名)

が
表
出
し

て
い
る
十
表
情

(

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
表
情
、
喜
び

(

閉
口)

、
喜
び

(

開
口)

、

悲
し
み
、
恐
怖
、
驚
き
、
怒
り(

閉
口)

、
怒
り(

開
口)

、
軽
蔑
、
嫌
悪)

か
ら
な
る
計
三
〇
枚
の
表
情
画
像
を
実
験
に
使
用
し
た
。
各
表
情
刺
激
は

島
他

(

二
〇
一
二)

と
同
一
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
致
す
る
情
動

(

表
情

と
一
致
す
る
情
動)

が
最
も
強
く
読
み
取
ら
れ
や
す
い
こ
と
を
基
準
に
予

備
実
験
で
選
ば
れ
た
。

な
お
、
表
情
の
情
動
認
知
課
題
で
は
、
一
つ
の
表
情
に
対
し
て
複
数
の

情
動
の
表
出
強
度
を
尋
ね
る
評
定
尺
度
法
を
用
い
た
。
評
定
尺
度
法
で
は
、

複
数
の
情
動
語
を
用
意
し
て
お
き
、
呈
示
し
た
表
情
に
お
け
る
各
情
動
の

表
出
強
度
を
リ
ッ
カ
ー
ト
形
式
で
評
定
さ
せ
た
。
こ
の
方
法
で
は
表
情
の

情
動
認
知
を
量
的
に
測
定
し
、
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る

(

鈴
木
、

二
〇
〇
一)

こ
と
か
ら
、
そ
の
個
人
差
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
有
用
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
各
表
情
に
対
し
て
七
つ
の
情
動
語

(

幸

せ
、
悲
し
み
、
恐
怖
、
驚
き
、
怒
り
、
軽
蔑
、
嫌
悪)

を
設
定
し
た
。

試
行
数

三
〇
枚
の
表
情
画
像
と
七
つ
の
情
動
語
を
そ
れ
ぞ
れ
組
み
合

わ
せ
、
二
一
〇
試
行
の
刺
激
セ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
実
験
で
は
そ
れ
ら
を

二
回
ず
つ
繰
り
返
し
、
計
四
二
〇
試
行
実
施
し
た
。

手
続
き

実
験
は
個
別
に
行
わ
れ
、
一
人
当
た
り
の
実
施
時
間
は
三
〇

分
程
度
で
あ
っ
た
。
ま
ず
画
面
中
心
に
注
視
点

(

＋)

が5
0

0
m

s

呈
示

さ
れ
、
次
に
三
〇
枚
の
表
情
画
像
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
つ
が5

0
0

m
s

呈
示
さ
れ
た
。
表
情
画
像
消
去
後
に
、
七
つ
の
情
動
語
の
中
か
ら
い
ず
れ

か
一
つ
が
呈
示
さ
れ
、
実
験
参
加
者
は
当
該
情
動
が
表
情
画
像
に
ど
の
程

度
表
れ
て
い
た
か
を
六
件
法

(

�一
＝
全
く
表
し
て
い
な
い
�
か
ら

�六

＝
非
常
に
よ
く
表
し
て
い
る
�)

で
評
定
し
、
で
き
る
だ
け
速
く
該
当
す

る
テ
ン
キ
ー
を
押
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
実
験
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
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ル
をF

ig
u

re
1

に
示
し
た
。
な

お
、
表
情
画
像
と
情
動
語
は
各
試

行
で
ラ
ン
ダ
ム
に
呈
示
さ
れ
た
。

変
数
作
成

表
情
の
情
動
認
知

の
個
人
差
を
検
討
す
る
変
数
と
し

て
、P

ark
e

r,
T

ay
lo

r,
&

B
ag

b
y

(
1

9
9

3)

の
表
情
の
情
動
認
知
得

点

(
facial

e
x

p
re

ssio
n

re
co

g
n

i-

tio
n

sco
re)

を
用
い
た
。
以
下

に
示
し
た
よ
う
に
、
表
情
の
情
動

認
知
得
点
は
、
得
点
が
高
い
ほ
ど

一
致
す
る
情
動
を
高
く
、
一
致
し

な
い
情
動

(

表
情
と
一
致
し
な
い
情
動)

を
低
く
評
定
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
得
点
の
高
さ
は
、
呈
示
さ
れ
た
表
情
と
他
の

表
情
を
正
確
に
弁
別
し
て
認
知
し
て
い
る
程
度
を
表
し
て
い
る
。

表
情
の
情
動
認
知
得
点
＝(

一
致
す
る
情
動
の
評
定
値
／
一
致
し
な
い
情

動
の
評
定
値
の
合
計)

×
一
〇
〇(

６)

結
果

各
下
位
尺
度
の
基
礎
統
計
量
と
信
頼
性
係
数
の
算
出

ま
ず
、
社
会
的
ス
キ
ル
と
情
動
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
基
礎
統
計
量
と
信
頼

性
係
数

(
C

ro
n

b
ach

の
α
係
数)

を
算
出
し
た

(

社
会
的
ス
キ
ル：

�

＝53
.86

,
�
�

＝13
.48

,
�

＝.93
;

情
動
コ
ン
ピ
テ
ン
ス：

�

＝118
.36

,

�
�

＝19
.64

,
�

＝.93)

。
ど
ち
ら
の
尺
度
に
お
い
て
も
高
い
内
的
整
合
性

が
得
ら
れ
た
。

表
情
の
情
動
認
知
得
点
に
対
す
る
一
サ
ン
プ
ル
の
ｔ
検
定
と
操
作
チ
ェ
ッ

ク
実
験
参
加
者
九
二
名
の
表
情
の
情
動
認
知
得
点
の
平
均
値
と
標
準
偏
差

を
算
出
し
、T

ab
le

1

に
示
し
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
表
情
に
は
一
致
す
る

情
動
が
存
在
し
な
い
た
め
、
算
出
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
喜
び
と
怒
り
の

表
情
の
情
動
認
知
得
点
は
、
閉
口
と
開
口
の
結
果
に
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
閉
口
と
開
口
の
結
果
を
平
均
し
た
得
点
を
用
い
た
。

表
情
の
情
動
認
知
得
点
は
、
喜
び
・
驚
き
・
悲
し
み
・
怒
り
・
軽
蔑
・
恐

怖
・
嫌
悪
の
順
に
高
か
っ
た
。
各
表
情
が
弁
別
さ
れ
て
い
る
程
度
を
確
認

す
る
た
め
に
、
一
サ
ン
プ
ル
の
ｔ
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
表
情

の
情
動
認
知
得
点
が
、
一
致
す
る
情
動
と
一
致
し
な
い
情
動
を
区
別
せ
ず

同
じ
評
定
を
行
っ
た
場
合
の
得
点

(

一
六
・
六
七)

と
比
し
て
高
か
っ
た
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＋

Figure 1 実験のタイムスケジュール
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(
all

|
�
|

s
(91)≧

13
.48

,
�
�＜

.001)

。
つ
ま
り
、
各
表
情
は
程
度
に
差

は
あ
る
も
の
の
、
他
の
表
情
と
は
識
別
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

次
に
、
各
表
情
の
情
動
認
知
得
点
の
高
低
と
、
先
行
研
究
で
示
さ
れ
て

い
る
各
表
情
の
情
動
認
知
の
難
易
度
の
整
合
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
表

情
の
種
類
を
独
立
変
数
と
し
た
一
要
因
実
験
参
加
者
内
計
画
の
分
散
分
析

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
有
意
な
主
効
果
が
得
ら

れ
た(�

(6
,
546)

＝224
.23

,
�＜

.001)

。

多
重
比
較

(
B

o
n

fe
rro

n
i

法)

の
結
果
、
大

部
分
の
表
情
に
つ
い
て
は
、
他
の
表
情
の
得

点
と
の
間
に
有
意
差
が
見
ら
れ
た
の
に
対
し

て
、
怒
り
と
軽
蔑
の
間
に
は
有
意
差
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
喜
び
の
得
点
が
最
も
高
く
、

他
の
表
情
と
の
弁
別
が
容
易
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
恐
怖
と
嫌
悪
の
得
点
が
低
く
、
他
の

表
情
と
の
弁
別
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
結
果

は
、
先
行
研
究
の
一
般
的
な
傾
向
と
一
致
し

て
い
た

(

熊
田
他
、
二
〇
一
一；

渋
井
・
繁

桝
、
二
〇
〇
五)

。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究

に
お
け
る
表
情
の
情
動
認
知
の
測
定
に
は
一

定
の
妥
当
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
が
社
会
的
ス
キ
ル

に
及
ぼ
す
影
響
の
検
討

次
に
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知

的
側
面
と
情
動
的
側
面
が
社
会
的
ス
キ
ル

に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
す
る
た
め
に
、
重

回
帰
分
析
を
行
っ
た
。
表
情
の
情
動
認
知

得
点
と
情
動
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
を
独
立
変
数

と
し
て
、
社
会
的
ス
キ
ル
を
従
属
変
数
と

し
て
投
入
し
た
。
表
情
の
情
動
認
知
得
点

で
は
、
多
重
共
線
性
の
問
題
を
回
避
す
る

た
め
に
全
て
の
表
情
の
情
動
認
知
得
点
の

平
均
値
を
使
用
し
た
。
重
回
帰
分
析
の
標

準
偏
回
帰
係
数
お
よ
び
決
定
係
数
をT

ab
le

2

に
示
し
た
。
有
意
な
モ
デ

ル
式
が
得
ら
れ

(
�
2

＝.16
,
�＜

.01)

、
表
情
の
情
動
認
知
得
点

(
�

＝.19
,
�＜

.10)

と
情
動
コ
ン
ピ
テ
ン
ス

(
�

＝.38
,
�＜

.001)

は
、
そ

れ
ぞ
れ
社
会
的
ス
キ
ル
に
対
し
て
正
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
な
お
、

表
情
の
情
動
認
知
得
点
と
情
動
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
交
互
作
用
項
を
投
入
し

た
モ
デ
ル
も
検
討
し
た
が
、
交
互
作
用
項

(
�

＝.01
,
�
���)

と
説
明
率

の
増
分

(
�
�
2

＝.01
,
�
���)

は
有
意
で
は
な
か
っ
た
。
以
上
よ
り
、
社

会
的
ス
キ
ル
は
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
と
情
動
的
側
面

そ
れ
ぞ
れ
の
主
効
果
に
よ
っ
て
説
明
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
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Table 1 表情の情動認知得点の基礎統計量

喜び
(開口) 驚き 悲しみ 怒り

(開口) 軽蔑 恐怖 嫌悪 平均

	 74.70 58.98 41.56 37.85 35.47 29.43 28.89 46.60


� 22.43 22.11 15.03 10.41 10.58 9.08 6.52 11.82

多重比較 a b c d, e e f f

注) 異なるアルファベット間に５％水準で有意差あり

Table 2 社会的スキルに及ぼす影響に関する分析結果

変数名 � 



表情の情動認知得点 .191 † .108

情動コンピテンス .378 *** .068

�2 .158 **

*** �＜.001, †�＜.10

注) 表情の情動認知得点は, 真顔を除く９つの表情の
情動認知得点の平均値を投入した



考
察本

研
究
で
は
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
を
表
情
の
情
動

認
知
課
題
に
よ
っ
て
、
情
動
的
側
面
を
自
記
式
尺
度
に
よ
っ
て
測
定
す
る

こ
と
で
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
両
側
面
が
社
会
的
ス
キ
ル
に
及
ぼ
す

影
響
を
検
討
し
た
。

ま
ず
、
表
情
の
情
動
認
知
得
点
の
操
作
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
結
果
、
各

表
情
は
他
の
情
動
を
表
出
し
た
表
情
と
弁
別
が
な
さ
れ
て
お
り
、
喜
び
の

表
情
の
情
動
認
知
得
点
が
最
も
高
い
の
に
対
し
て
、
恐
怖
と
嫌
悪
は
低
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
表
情
に
よ
っ
て
情
動
認
知
の
困
難
さ
が
異
な
る
こ
と

は
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
お
り

(
S

u
zu

k
i,

H
o

sh
in

o
,

&

S
h

ig
e

m
asu

,
2

0
0

6)

、
本
研
究
の
結
果
は
概
ね
先
行
研
究
と
一
致
し
て
い

た

(

熊
田
他
、
二
〇
一
一；

渋
井
・
繁
桝
、
二
〇
〇
五)
こ
と
か
ら
、
表

情
の
情
動
認
知
得
点
が
、
認
知
的
側
面
の
巧
拙
の
測
定
に
お
い
て
、
妥
当

な
指
標
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
喜
び
の
表
情
は
、｢

喜
び
の
優
位
性｣

と
も
呼
ば
れ

(

鈴
木
・

星
野
・
繁
桝
、
二
〇
〇
三)

、
生
後
三
か
月
の
時
点
で
も
他
の
表
情
と
区

別
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

(
Y

o
u

n
g
-B

ro
w

n
e
,

R
o

se
n

fe
ld

,
&

H
o

ro
w

itz,
1

9
7

7)

。
よ
っ
て
、
本
研
究
で
も
他
の
表
情
と
の
弁
別
が
容

易
で
あ
っ
た
た
め
、
表
情
の
情
動
認
知
得
点
が
高
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

一
方
、
恐
怖
と
嫌
悪
の
表
情
は
、
特
に
日
本
人
に
お
い
て
情
動
認
知
の

正
答
率
が
低
い
と
い
わ
れ
て
お
り

(

木
村
、
二
〇
一
三)

、
恐
怖
は
驚
き
、

嫌
悪
は
怒
り
と
誤
っ
て
判
断
さ
れ
や
す
い

(
R

u
sse

l,
S

u
zu

k
i,

&
Ish

id
a,

1
9

9
3
;

Y
ik

,
&

R
u

sse
ll,

1
9

9
9)

。
本
研
究
に
お
い
て
も
同
様
の
判
断
の

混
同
が
生
じ
た
こ
と
で
、
恐
怖
と
嫌
悪
の
表
情
の
情
動
認
知
得
点
が
低
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
軽
蔑
を
除
く
喜
び
・
驚
き
・
悲
し
み
・
怒
り
・
恐
怖
・

嫌
悪
は

｢

基
本
六
表
情｣

と
呼
ば
れ
、
離
散
的
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
と

い
う

(

竹
原
、
二
〇
〇
四)

。
し
か
し
、
日
本
人
は
恐
怖
と
嫌
悪
の
カ
テ

ゴ
リ
が
他
の
表
情
と
比
較
し
て
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る

(

渋
井
・
繁
桝
、
二
〇
〇
五)

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
恐

怖
と
嫌
悪
は
他
の
表
情
と
の
混
同
を
招
き
や
す
く
、
そ
の
結
果
、
両
者
の

表
情
の
情
動
認
知
の
正
確
性
が
下
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
先
行
研
究
と
一
致
し
て
い
る
た
め
、
表
情
の

情
動
認
知
得
点
の
算
出
方
法
や
、
信
頼
性
や
妥
当
性
に
つ
い
て
、
特
に
瑕

疵
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

次
に
、
表
情
の
情
動
認
知
得
点
と
情
動
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
が
社
会
的
ス
キ

ル
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
し
た
結
果
、
表
情
の
情
動
認
知
得
点
は
社
会
的

ス
キ
ル
を
高
め
て
お
り
、
表
情
を
よ
り
正
確
に
弁
別
し
て
い
る
者
は
社
会

的
ス
キ
ル
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
仮
説
一
は
支
持
さ
れ
た
と
い
え
る
。
相
手
の
情
動
が
上
手
く

理
解
で
き
な
い
場
合
、
相
手
の
感
情
を
逆
な
で
す
る
よ
う
な
行
動
を
選
択

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
被
虐
待
経
験
者
な
ど
、
他
者
の
情
動
を
理
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解
す
る
た
め
の
重
要
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
一
つ
で
あ
る
表
情
を
弁
別
す
る
こ

と
が
困
難
と
さ
れ
る
人
々
に
は
、
し
ば
し
ば
行
動
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
A

n
th

o
n

y
sam

y
,

&
Z

im
m

e
r-G

e
m

b
e

ck
,

2
0

0
7)

。

そ
の
た
め
、
表
情
を
正
確
に
弁
別
で
き
る
こ
と
は
、
適
応
的
な
行
動
と
関

連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
本
研
究
で
使
用
し
た
表
情
刺
激
は
、

一
致
す
る
情
動
は
強
く
、
一
致
し
な
い
情
動
は
弱
く
読
み
取
ら
れ
や
す
い

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
致
す
る
情
動
を
弱
く
、
一
致

し
な
い
情
動
を
強
く
読
み
取
っ
て
し
ま
う
人
々
は
、
日
常
の
対
人
場
面
に

お
い
て
も
誤
っ
た
形
で
情
報
を
入
力
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
誤
っ
た
行
動

を
出
力
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
情
動
的
側
面
は
、
強
く
社
会
的
ス
キ
ル
と
関

連
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
仮
説
二
も
支
持
さ
れ
た
と
い
え
る
。
他
者

と
の
相
互
作
用
の
中
で
し
ば
し
ば
生
じ
る
不
快
情
動
は
、
攻
撃
行
動
を
招

き
う
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
お
り

(

松
尾
・
新
井
、
一
九
九
七)

、
不
快

情
動
を
制
御
で
き
な
い
児
童
は
臨
床
現
場
で
も
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る

(

大
河
原
、
二
〇
一
五)

。
反
面
、
そ
の
よ
う
な
情
動
を
上
手
く
制
御
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
理
性
的
な
行
動
を
阻
害
す
る
要
因
を
排
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

し
か
し
、
両
者
の
関
連
が
強
か
っ
た
の
は
、
ど
ち
ら
の
測
定
に
も
自
記

式
尺
度
を
用
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
複
数
の
変
数

の
測
定
に
自
記
式
尺
度
を
用
い
た
場
合
、
回
答
者
が
自
身
の
回
答
に
整
合

性
を
持
た
せ
よ
う
と
そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
に
一
貫
し
た
回
答
を
行
う
共
通
方

法
バ
イ
ア
ス(
C

o
m

m
o

n
m

e
th

o
d

b
ias

:
D

o
n

ald
so

n
&

G
ran

t-V
allo

n
e
,

2
0

0
2)

が
生
じ
う
る
。
そ
の
結
果
、
真
の
相
関
係
数
よ
り
も
高
い
値
が

得
ら
れ
て
し
ま
う
。
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
情
動
的
側
面
と
社
会
的
ス

キ
ル
は
、
ど
ち
ら
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
す
る
変
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

共
通
方
法
バ
イ
ア
ス
を
招
き
や
す
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
両
者
を
異
な
る
方
法
で
測
定
し
た
上
で
、
本
研
究
の
モ

デ
ル
の
再
現
性
を
確
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
本
研
究
の
限
界
を
述
べ
る
。
表
情
の
情
動
認
知
の
正
確
さ
は

刺
激
や
課
題
内
容
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

瀬

谷
、
一
九
七
七)

。
本
稿
で
は
Ａ
Ｔ
Ｒ
顔
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
スD

B
9

9

(
A

T
R

P
ro

m
o

tio
n

s,
2

0
0

6)

の
表
情
刺
激
を5

0
0

m
s

で
呈
示
し
、
リ
ッ

カ
ー
ト
形
式
に
よ
る
評
定
を
求
め
て
い
る
が
、
他
の
表
情
刺
激
や
呈
示
時

間
、
課
題
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
本
研
究
と
は
異
な
る
結
果
が
得
ら
れ
る

可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
被
虐
待
経
験
が
表
情
の
情
動
認

知
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
呈
示
時
間
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る

(

松
尾
・
福
井
・
島
、
二
〇
一
五)

。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
本
研
究

と
は
異
な
る
刺
激
や
課
題
呈
示
を
用
い
た
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
本
研
究
で
は
、
仮
説
通
り
表
情
の
情
動
認
知
得
点
が
社
会
的

ス
キ
ル
に
対
し
て
正
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
が
、
そ
の
影
響
は
有
意
傾

向
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
重
回
帰
式
の
決
定
係
数
も
小
さ
か
っ
た
。
表
情

の
情
動
認
知
得
点
と
情
動
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
は
無
相
関

(�

＝－
.15

,
�
���)

で
あ
り
、
両
者
の
交
互
作
用
項
も
有
意
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
表
情
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の
情
動
認
知
得
点
の
影
響
の
弱
さ
に
、
情
動
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
と
の
相
関
が

関
与
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
こ
と
は
、
表
情
の
情
動
認
知
の

正
確
さ
が
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
の
一
部
を
反
映
し
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的

側
面
は
、
本
研
究
で
扱
っ
た
表
情
だ
け
で
な
く
、
姿
勢
や
声
、
文
脈
と
い
っ

た
様
々
な
水
準
の
情
報
の
入
力
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
一
つ
の
成
分
に
過
ぎ
な
い
表
情
の
情
動
認
知
が
社
会

的
ス
キ
ル
に
寄
与
す
る
程
度
は
相
対
的
に
小
さ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
は
、
他
の
水
準
の
情
報
入
力
も
含
め
た
統
合
的
な
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
社
会
的
ス
キ
ル
を
構
成
す
る
各
水
準
の
重
み
づ
け
の
違
い
な

ど
も
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註

(

１)

本
研
究
は
、
第
五
著
者
の
前
任
校
で
実
施
さ
れ
た
。
当
時
そ
の
前
任
校
で
は
、

研
究
倫
理
委
員
会
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
本
研
究
の
実
施
に
当
た

り
、
倫
理
委
員
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

倫
理
的
に
十
分
な
配
慮
を
行
っ
た
上
で
実
験
と
調
査
を
実
施
し
た
。
具
体
的

に
は
、
各
参
加
者
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
に
研
究
目
的
、
研
究
へ
の
参
加
が
自

由
意
思
で
あ
る
こ
と
、
途
中
辞
退
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
個
人
情
報
の
管
理

が
徹
底
し
て
い
る
こ
と
を
口
頭
と
書
面
で
説
明
し
、
承
諾
の
得
ら
れ
た
者
に

対
し
て
の
み
、
実
験
へ
の
協
力
を
求
め
た
。

(

２)

本
稿
お
よ
び
島
他

(

二
〇
一
二)

の
デ
ー
タ
は
、
第
五
著
者
が
前
任
校
に
お

い
て
、
第
二
著
者
と
と
も
に
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
著
者
の
異
動
に

よ
っ
て
、
表
情
の
情
動
認
知
に
関
す
る
研
究
が
一
時
中
断
し
て
い
た
が
、
研

究
を
再
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
第
一
著
者
が
加
わ
り
、
本
稿
に
お
け
る
デ
ー

タ
の
分
析
と
執
筆
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
。

(

３)

本
研
究
と
島
他

(

二
〇
一
二)

で
は
、
使
用
尺
度
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
尺
度
で
欠
損
値
の
数
が
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
研
究
と
島

他

(

二
〇
一
二)

で
は
、
対
象
人
数
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

(

４)

本
研
究
と
島
他

(

二
〇
一
二)

は
、
当
時
、
わ
が
国
で
は
未
検
討
で
あ
っ
た
、

被
虐
待
経
験
と
愛
着
が
表
情
の
情
動
認
知
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
探
索
的

に
検
討
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
が
論
文
化
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
被
虐
待
経
験
と
愛
着
、
社
会

的
ス
キ
ル
、
自
尊
感
情
、
精
神
的
健
康
、
対
人
恐
怖
、
情
動
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
、

ノ
ン
バ
ー
バ
ル
・
ス
キ
ル
に
関
す
る
尺
度
を
測
定
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
用
い
た
新
た
な
知
見
に
関
し
て
は
、
本
稿
や
島
他

(

二
〇
一
二)

と
同

様
、
今
後
も
順
次
、
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

(

５)

島
他

(

二
〇
一
二)

は
、
愛
着
の
内
的
作
業
モ
デ
ル
が
表
情
の
情
動
認
知
に

及
ぼ
す
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
本
研
究

で
は
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
認
知
的
側
面
と
情
動
的
側
面
が
社
会
的
ス

キ
ル
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
両
者
は
研
究
目
的

が
異
な
っ
て
お
り
、
デ
ー
タ
に
重
複
が
あ
っ
て
も
本
研
究
の
独
自
性
は
担
保

さ
れ
て
い
る
。

(

６)

例
え
ば
、
悲
し
み
表
情
の
場
合
、
一
致
す
る
情
動
は
悲
し
み
と
な
り
、
一
致

し
な
い
情
動
は
そ
の
他
の
六
つ
の
情
動

(

幸
せ
、
恐
怖
、
驚
き
、
怒
り
、
軽
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蔑
、
嫌
悪)

と
な
る
。
つ
ま
り
、
悲
し
み
表
情
の
情
動
認
知
得
点
を
算
出
す

る
場
合
は
、
悲
し
み
表
情
の
情
動
認
知
得
点
＝(

悲
し
み
の
情
動
評
定
値
／

そ
の
他
の
六
つ
の
情
動
評
定
値
の
合
計)

×
一
〇
〇
と
な
る
。
よ
っ
て
、
本

研
究
に
お
い
て
表
情
の
情
動
認
知
得
点
が
と
り
う
る
範
囲
は
二
・
七
八
か
ら

一
〇
〇
で
あ
っ
た
。
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Abstract

The purpose of this study was to examine the effects of cognitive and emotional aspects of

social competence for social skills. In this study, 92 university students completed the self-

report questionnaire for measuring social skills and emotional aspects of social competence,

and the facial emotion recognition task for measuring cognitive aspects of social competence.

Multiple regression analysis supported previous research that showed that cognitive and emo-

tional aspects of social competence have positive effects on social skills. The results suggested

that cognitive and emotional aspects of social competence are factors contributing to social

skills. Further directions for research in this area were discussed.

Keywords : social skill, facial emotion recognition, social competence

Effects of cognitive and emotional aspects of social competence

on social skills :

Using of facial emotion recognition task and self-report questionnaire




